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　今号では十字の園内で発生したク
ラスター対応報告を掲載し、今後に
活かせるようにしました。これから

コロナもインフルエンザも流行すると予想されて
いますが、コロナ感染予防に効果的な「新しい生
活様式」はインフル感染予防にも効果があるよう
です。免疫力を高め、正しく備えることで、ある
程度の予防は可能です。必要以上に恐れず、お互
いに正しく感染予防に備えていきましょう。
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いますが、コロナ感染予防に効果的な「新しい生
活様式」はインフル感染予防にも効果があるよう
です。免疫力を高め、正しく備えることで、ある
程度の予防は可能です。必要以上に恐れず、お互
いに正しく感染予防に備えていきましょう。

（Ｒ・Ｔ）

　2022年6月9日、松崎担当で、法人中堅研修Ⅰをオンライン
開催しました。入職後3年～ 5年の職員が参加し、事前学習と
してのテキストの読み込み、「中堅職員の役割」「メンバーシップ」
「コミュニケーション技法」「チームアプローチ」等の講義、事
後学習としてキャリアデザインシートの作成等を行いました。
　中でも、「チームアプローチ」の講義は、オンラインではあり
ましたが、コンセンサスゲームを行い、大変盛り上がりました。
　オンライン研修で、コミュニケーションをとることが難しい
中、皆さんの積極的な参加により、大変有意義な研修の場とな
りました。

皆様の温かいご支援を
お待ちしております!!

皆様の温かいご支援を
お待ちしております!!

ご寄付のお願い

振込口座
鈴　木　淳　司
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【材料1人分】

・唐揚げは、にんにく・生姜にやわらかさを出すためハチ
ミツも入れました。
・揚げるのにじっくりやわらかくなるよう火を通しました。
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理事長挨拶
課長紹介
十字の園大会報告
新型コロナ クラスター対応報告
クリスマスメッセージ
各事業所のトピックス
十字の園職員紹介"VOICE"
永年勤続者紹介
幸せレシピ：平和の杜編
寄付のお願い・あとがき

目次

あと
がき

「法人研修部会
　中堅職員研修Ⅰを開催しました」
「法人研修部会
　中堅職員研修Ⅰを開催しました」

【作り方】【作り方】
・鶏唐揚げ
1 にんにく、生姜、ハチミツにつけて、
揚げる。
2 揚げる際はじっくりやわらかくなるよ
う火を通す。

・たこ＆かにウィンナー
1 赤ウィンナーをたこ、かにの形に切る。
2 焼く。

・玉子焼き
1卵にだし汁を加え、混ぜ合わせる。
2 焼く。

■鶏唐揚げ
鶏もも肉─────── 60g
生姜 ──────── 適量
濃口醤油 ────── 適量
清酒 ──────── 適量
片栗粉 ─────── 適量
大豆油 ─────── 適量
ブロッコリー ───── 30g
塩 ───────── 適量
マヨネーズ────── 適量
にんにく─────── 適量
ハチミツ─────── 適量
■たこ＆かにウィンナー
赤ウィンナー ───── 80g
サラダ油─────── 適量
レタス──────── 適量
■玉子焼き
卵 ───────── 20g
だし汁────────適量 
■おにぎり（梅＆鮭）
米 ───────── 80g
塩 ───────── 適量
梅干し、鮭フレーク ── 適量
■柿
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ヨハネによる福音書15章に、「わたしはぶどうの木、あなたがたはその
枝である。もし人がわたしにつながっており、またわたしがその人とつな
がっていれば、その人は実を豊かに結ぶようになる。わたしから離れては、
あなたがたは何一つできないからである」とあります。ぶどうの木のた
とえ話は、神様と私たちのつながりを表しております。
神様との結びつきの中で、皆様と一緒に多くの実を結べることを喜び
たい、その様な思いから機関誌名を「ぶどうの木」としました。

「皆様への感謝と希望」「皆様への感謝と希望」

忍耐は練達を、練達は希望を生むということを。

希望はわたしたちを欺くことがありません。わた

したちに与えられた聖霊によって、神の愛がわた

したちの心に注がれているからです。

（ローマの信徒への手紙　5章4～5節）

　今年度のこれまでの歩みは、例年になく難しいも
のになりました。新型コロナ感染症の広がりが浜松、
御殿場、伊豆高原に同時期に起こり、その収束に向
けて職員の皆様は大変な苦労の中で尽力してくださ
いました。その尊い働きに敬意を表し、心から感謝
申し上げます。
　今、世界情勢は、異常気象や戦争など様々な課題
が噴出し、私たちの生活に強く影響を及ぼしていま
す。これまでの資源を利用し、価値ある物を生み出
す効率的な生産は、不要な物も増やし、環境が破壊
に繋がる飽和状態に向かいました。物の生産から情
報の仮想現実の世界へと移り、人が追いつけない速
さで進み、誰もが直ぐに答えを得られると錯覚し、
知らぬ間にそれは私たちの心に浸透しています。
　デジタル社会の近視眼的な価値観は、待つことを
拒み、直ぐに結果に繋がる方法と答えを求め、長期

理事長　鈴木 淳司
Suzuki Atsushi

的な忍耐と協同が難しくなり、画一化が進んでいき
ます。
　あたかも聖書で食べてはいけないと言われていた
実を食べて、直ぐに賢くなろうとした人の姿に重ね
られます。早急に結果を求めると、全体を思考する
時間を許さず、目の前の処理を早く行おうと簡略化
の力が広がっていきます。
　人の営みは、短絡的にならぬように、長期的な理
想を共有することが大切にされてきました。長期的
な視点は、そこに向かうために人に助けを求め、交
流が生まれ、温もりが通い、喜びに満たされ、明日
への希望を作ります。
　私たちの支援も、目の前の対応ばかりになると、
大切な物を見失い疲弊してしまう事が起こります。
私たちは、長期的な理想として理念を掲げ、お互い
の信頼関係を築き、日々の喜びを積み重ねています。
精一杯のケアをしても直ぐに解決されない足りなさ
はあります。それを共に心に留めて、明日に叶えら
れる希望として協力しながら漸進しています。
　歩みは遅くとも、その日の足りなさを明日への希
望に変えて、これからも皆さんと共に歩んで参りた
いと思います。

について機関誌
表紙写真の説明表紙写真の説明

　病院・小学校給食を経験後、十字の園で高齢者福祉に携わり21年間、利用者・
職員から多くの事を教えて頂き、感謝をすることが多い日々でした。
　集団給食の食事提供は、自分一人で行うことは出来ません。それぞれの職員の
個性があり、考え方も違う中、同じ目標に向かって、意見を出し合いコミュニケー
ションを取り協力することで、美味しい食事の提供が出来てきたと思います。
　今後は、提供するサービスも今まで以上に多様性が求められる時代です。利用
者にご満足していただけるサービス提供の為には、職員自身がやりがいを感じ、
仕事を楽しんで欲しいと思います。個々の職員の言葉に耳を傾けて、個性を大切
にして強味を発揮し伸ばしていけるように。また、職員の「やりたいこと・でき
ること」を広げ、主体性が高まりモチベーションが上がるような職場環境作りを
行い、利用者・職員共に「十字の園で良かった」と思っていただけるように努め
て参ります。

　長い歴史を持つ十字の園は、これまで多くの困難を乗り越え新たな挑戦をして
きましたが、現在の私たちは感染症や人手不足、その他にも様々な課題を抱え、
閉塞感を感じずにはいられない状況にあります。
　そのようなときに松崎十字の園では、高齢者福祉について地域の高校生と共に
考える機会を与えていただきました。
　私たちは施設で働くうちに制度などに縛られてしまっているように感じられま
す。ところが地域の若者たちの自由な発想は、私たちが忘れかけてしまっている
ものを呼び起こし、私たちの縛られた心を解き放ってくれました。
　地域の若者たちとの交流によって視野が広がり、施設だけで頑張ろうとするの
ではなく、地域に頼ることで地域の持つ力の大きさを知ることができました。
　現在の私たちが抱える様々な課題は、利用者と職員、地域と法人、人と人とが
頼りにし合うことで生まれる安心感があれば乗り越えていくことができるのでは
ないかと感じています。

伊豆高原十字の園

『個性を強味にし、
主体性のあるチーム作りを目指して』

栄養課課長
西島 一恵

Nishijima Kazue

松崎十字の園

『だれかに頼る』

高齢福祉課課長
佐々木 正章

Sasaki Masaaki

　いつも十字の園の活動をご支援いただき、感謝申し上げます。

　少子高齢化の影響で、日本の労働人口が減少する中、介護で働く日本人の数も

足りなくなり、外国人介護人材も増えていくでしょう。また、ICTを活用して、

少ない人数で効率的に介護をすることも考えていかなければなりません。そのよ

うな変化の中、海外で生活したことやソフトウェア会社で働いた経験を活かしな

がら、皆さんといっしょに、よりよい十字の園を創っていければと考えておりま

す。ひとりひとりが持つ力は異なりますが、困難な時にこそ、助け合うことで、

乗り越えていくことができると信じています。

法人本部

『弱き人々の視点を大切にして助け合う』

総務課長
金谷 一作

Kanaya Isaku
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　2022年 10月 20日（木）、伊東地区（伊豆高

原・伊東養護）主催による十字の園大会が開催さ

れました。今回はオンラインによる配信だけでは

なく、発表者は会場から発表を行うという２つの

スタイルを組み合わせた形で実施されました。

　今年度の十字の園大会は、『「個人の尊厳」と十

字の園の取り組み』というテーマで、今回は部会

ごとの発表という新しい試みで行われました。各

部会は尊厳というものに改めて向き合うよい機会

となったのではないでしょうか。

　基調講演は、同志社大学社会福祉学部教授にして、日本キリスト教

社会福祉学会会長の木原活信氏に『個人の尊厳とキリスト教－失われ

た「ひとり」への眼差し－』と題してご講演いただきました。

　木原先生は、お生まれになったときのこと、人間

の尊厳のこと、聖書の一匹の羊の話から、優生思想

の危険性、生存権等々多岐にわたって話されました。

新島襄や一匹の羊を探し回った話から、入国管理局

での親子の話を聞き、クリスチャンに対するイメー

ジが、幾らか変わったような気がしました。様々な

事象から話を展開させられる視野の広さと見識の深

さに皆聞き入っており、貴重な講演となりました。

　部会発表では、部会ごとに、「個人の尊厳」に向かい合い、取り組んできた内容について発表を行いました。

今までの施設ごとの発表とは違い、オンラインで意見交換し、考えをまとめていくのは、慣れない方も多く大変

だったことと思います。そんな中でも、今回は部会ごとの特徴や強み、考えが特によく表れたのではないかと思

います。それぞれの部会の尊厳に対する姿勢と矜持を感じられる発表内容となりました。

講師：同志社大学社会福祉学部教授　日本キリスト教社会福祉学会会長　木原 活信 氏
基調講演 個人の尊厳とキリスト教　－失われた「ひとり」への眼差し－

部 会 発 表

テーマ

主　題 創立の精神から新たな福祉に挑戦
「個人の尊厳」と十字の園の取り組み

こころ チャレンジ

担当：
伊東地区
担当：
伊東地区2022年度十字の園大会／大会報告2022年度十字の園大会／大会報告

しあわせ日記
伝えたいこと

介護部会

相談員・施設ケアマネ部会

リハビリ部会

給食部会

財務・経理部会

労務部会

テーマ

サブテーマ

十字の園における意思決定支援の現状と今後の課題
個人の尊厳を守る意思決定支援テーマ

サブテーマ

高齢者の想いと　それに寄り添う職員の悩み
歩きたい…でも、転びたくないテーマ

サブテーマ

利用者の楽しみとなり、喜んでいただける食事提供をする
ために〜「美味しい」の笑顔がみたい〜

大量調理における個人の尊厳テーマ

サブテーマ

みなさまに信頼してもらえる財務情報の公開
福祉施設での会計の仕事テーマ

サブテーマ

労務の役割と個人の尊厳
「個人の尊厳」と十字の園の取り組みテーマ

サブテーマ

伊東教会　上田牧師による開会礼拝 開会礼拝の様子

開会礼拝

開催挨拶、講師紹介

基調講演

部会発表

講評とお祈り

次回アナウンス

閉会挨拶

10：00 ～ 

10：20 ～ 

10：30 ～ 

13：00 ～ 

15：20 ～ 

15：40 ～ 

15：50 ～

第26回  十字の園大会  プログラム



～これから活かせること～

抗原検査の様子

　クリスマスとは元 「々キリストのミサ」という意味です。世界で初めて救い主イエス・
キリストの礼拝がされたときのことを祝うものです。時の皇帝が人口調査のため国民に
故郷へ行っての登録を命じ、宿屋がごった返す中、洞窟の家畜のそばでイエス様の母マ
リアは出産を余儀なくされます。地元の羊飼いや外国からの賢者たちの来訪は、主の誕
生が「地上の支配者の時代」ではなく「神というお方の支配する時代」の到来を予期さ
せたがゆえの出来事です。現代も混乱と不安が続きますが、十字の園が大事にしている
クリスマスツリーは、「天に栄光、地に平和」という聖書の言葉を思い起こさせてくれ
ます。あなたも「キリスト礼拝」に招かれています。

日本キリスト教団 伊東教会牧師　上田 彰

　クリスマスとは元 「々キリストのミサ」という意味です。世界で初めて救い主イエス・
キリストの礼拝がされたときのことを祝うものです。時の皇帝が人口調査のため国民に
故郷へ行っての登録を命じ、宿屋がごった返す中、洞窟の家畜のそばでイエス様の母マ
リアは出産を余儀なくされます。地元の羊飼いや外国からの賢者たちの来訪は、主の誕
生が「地上の支配者の時代」ではなく「神というお方の支配する時代」の到来を予期さ
せたがゆえの出来事です。現代も混乱と不安が続きますが、十字の園が大事にしている
クリスマスツリーは、「天に栄光、地に平和」という聖書の言葉を思い起こさせてくれ
ます。あなたも「キリスト礼拝」に招かれています。

日本キリスト教団 伊東教会牧師　上田 彰

クリスマスメッセージクリスマスメッセージ

　2022年8月2日から約1か月間、浜松十字の園に新型コロナウイルスが入りこみました。感染はご利用者、
職員にみるみる広がり、見慣れない防護服に身を包んだ職員に慌てるご利用者、着慣れない防護服を着て
真夏の暑さに耐えながらケアする職員。生活の場の空間が一瞬でなくなりました。しかし、終わりの見え
ない中で手に入れた力があります。受け入れる力、考える力、実行する力、協力する力、認め合う力です。
すべてが初めてのことで右往左往しながらも確かな力を得られたと思います。反面、目まぐるしく変わる
状況を共有することの難しさを感じました。感染や濃厚接触の場合、自宅療養（待機）期間があります。
久し振りに出勤して浦島太郎と化した職員が頼りにできる情報を整理し、どのように伝えていくかが今後
の課題です。今回のクラスターについて振り返りをもって分析していく事が大切だと考えています。
　先日、敬老祝会が行われ、ご利用者の着飾った姿を見たとき、笑い声を聞いたとき、やっと生活の場が戻っ
てきたと実感しました。この生活の場を守っていけるように新しい課題と改善に取り組んでいきます。　

　伊豆高原十字の園では、7月30日にデイサービスで陽性者が出てから間もなく、在宅サービスと施設で
ほぼ同時に感染が広がってしまいました。発生時のシミュレーションはしていたものの、日に日に増える
陽性者の数に、対策の甘さを痛感。今回の経験を踏まえて、新型コロナウイルス感染症のBCP・マニュア
ルを見直しました。このマニュアルを繰り返し確認しながら、常に実態に即したものに修正していくことで、
予防に努めつつ、再び感染症が発生した場合
の拡大防止に活用していきたいと思います。
　クラスター発生時には嘱託医の川口実医師
をはじめ、地域の方々のご支援の他、法人内
施設からフェイスシールド等、不足する防護
具の提供があり十字の園の繋がりの強さを実
感。無事終息を迎え皆様に感謝いたします。

　新型コロナの足音が近づいていたので、最初ご利用者の検査陽性反応を見た時は「とうとう自分の施設
にも来たのか。」という感覚でした。いつか来るとは思っていたもののさすがに動揺は隠せません。対応中
は施設長・看護室・他部署からの熱いサポートや、かねてから実施していたシミュレーション研修や事前
に物品を揃えていた事で環境的な準備はスムーズであったと思います。（発生日2022年8月2日）

役割分担…ご利用者に直接対応する職員とバックサポート役を分けて対応
インカム…防護服対応職員とバックサポートとのやり取りに役立ち、そのやり取

りを他の職員やエリア外サポートの職員も把握する事で迅速になり、
安心や一体感が生まれた。時には冗談を交えながらの会話は緊張を和
らげてくれた。

御殿場十字の園

浜松十字の園

伊豆高原十字の園

対応時に役立った対応　一部紹介

ＢＣＰを実際に照らし合わせて見直し、初期のゾーニングへの考え方の検討、他部署へ
の情報やサポートの要請の方法や内容などについて再度熟考が必要と感じております。

これからの課題

施設課長　髙木

施設サービス課長　岩本

施設長　古橋

伊豆高原十字の園：クリスマス礼拝の様子伊豆高原十字の園：クリスマス礼拝の様子

各施設からのクラスター対応報告各施設からのクラスター対応報告
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実りの秋

　秋の味覚を皆さんに味わっていただきたい！！という思いから、ユニットの外のベランダで、ブドウを
吊るしブドウ狩りを行いました。肝心のブドウはショートステイご利用者でブドウ園経営の方がおられ、
そちらから購入させてもらいました。当日は晴天に恵まれ、皆さんでブドウ狩りを楽しみ、美味しく頂き
ました。

　秋の味覚を皆さんに味わっていただきたい！！という思いから、ユニットの外のベランダで、ブドウを
吊るしブドウ狩りを行いました。肝心のブドウはショートステイご利用者でブドウ園経営の方がおられ、
そちらから購入させてもらいました。当日は晴天に恵まれ、皆さんでブドウ狩りを楽しみ、美味しく頂き
ました。

みんなで水をかぶりました����みんなで水をかぶりました��

��

ひげダンスに挑戦
���� ����

ひげダンスに挑戦
��

職員全員集合！！職員全員集合！！

施設長も楽しんでいます施設長も楽しんでいます

爆笑 !
!

爆笑 !
! 敬老会の様子敬老会の様子

　御殿場で働きやすい施設づくりの為にＨＹＳ委員会を発足し、５Ｓを中心とした活動を職員主体
で行ってきた御殿場十字の園が上記の表彰を受けました。
　御殿場で働きやすい施設づくりの為にＨＹＳ委員会を発足し、５Ｓを中心とした活動を職員主体
で行ってきた御殿場十字の園が上記の表彰を受けました。

２０２２ＨＹＳメンバー２０２２ＨＹＳメンバー

☝表彰式後、会場グランシップ前にて☝表彰式後、会場グランシップ前にて

静岡県優良介護事業所
　　　職場環境改善部門で表彰を受けました。
静岡県優良介護事業所
　　　職場環境改善部門で表彰を受けました。 御殿場

「こんな楽しかったの初
めて！」と泣いて喜ん
で下さいました。皆さ
んいつまでも笑って楽
しくお元気で過ごして
下さいね。

職員一同

「こんな楽しかったの初
めて！」と泣いて喜ん
で下さいました。皆さ
んいつまでも笑って楽
しくお元気で過ごして
下さいね。

職員一同

今後とも課題を整理整頓できる職員育成、
組織づくりを目指し、働きやすい施設を皆
で一緒につくって行きたいです。

今後とも課題を整理整頓できる職員育成、
組織づくりを目指し、働きやすい施設を皆
で一緒につくって行きたいです。

庭のイチジクがたくさん採れました。
そのまま食べてもおいしいけど、ジャムもいいねぇ・・
庭のイチジクがたくさん採れました。
そのまま食べてもおいしいけど、ジャムもいいねぇ・・

春はタケノコやフキノトウ、夏はトマトにゴーヤ
などなど。
秋らしくなってきたこの頃は、リンゴや柿が色づ
き始めました。
四季折々に楽しんでいます。

春はタケノコやフキノトウ、夏はトマトにゴーヤ
などなど。
秋らしくなってきたこの頃は、リンゴや柿が色づ
き始めました。
四季折々に楽しんでいます。
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永年勤続表彰者の方に聞きました。永年勤続表彰者の方に聞きました。
十字の園で長年頑張ってきた職員の方にアンケートをとらせて頂きました。十字の園で長年頑張ってきた職員の方にアンケートをとらせて頂きました。

これだけ長く働けた理由は？

表彰者の皆様の声の一部です。全職員の皆さん　これからもよろしくお願いします！表彰者の皆様の声の一部です。全職員の皆さん　これからもよろしくお願いします！

支えられたから

鈴木 清香 浜松十字の園

鶴見 俊輔 浜松十字の園

内山 律子 浜松十字の園

湊　満子 浜松十字の園

渡辺　章 浜松十字の園

栁川　幸 浜松十字の園

鈴木 清香 浜松十字の園

鶴見 俊輔 浜松十字の園

内山 律子 浜松十字の園

湊　満子 浜松十字の園

渡辺　章 浜松十字の園

栁川　幸 浜松十字の園

永年勤続者表彰
Long-term service Awards

永年勤続者表彰
Long-term service Awards

永年勤続　おめでとうございます。

永年勤続　おめでとうございます。

勤 続 15 年勤 続 15 年

勤 続 10 年勤 続 10 年

平井 智女 浜松十字の園

中川 正枝 御殿場十字の園

猪越 貴史 御殿場十字の園

長田 玲子 御殿場十字の園

斉藤 里枝子 御殿場十字の園
磯崎　亮 伊豆高原十字の園

平井 智女 浜松十字の園

中川 正枝 御殿場十字の園

猪越 貴史 御殿場十字の園

長田 玲子 御殿場十字の園

斉藤 里枝子 御殿場十字の園
磯崎　亮 伊豆高原十字の園

岩本 佑太 伊豆高原十字の園

齋藤 紀子 伊豆高原十字の園

山内 雅美 伊豆高原十字の園

青木 恵美子 伊豆高原十字の園
坂本 律子 伊東市立養護老人ホーム

桑子 一善 松崎十字の園

岩本 佑太 伊豆高原十字の園

齋藤 紀子 伊豆高原十字の園

山内 雅美 伊豆高原十字の園

青木 恵美子 伊豆高原十字の園
坂本 律子 伊東市立養護老人ホーム

桑子 一善 松崎十字の園

山村 静江 浜松十字の園

高橋 直美 浜松十字の園

中村 こずえ 浜松十字の園
横山 尚代 浜松十字の園

高野 歩美 浜松十字の園

加藤 智美 御殿場十字の園

中島　渉 御殿場十字の園

高谷　繫 御殿場十字の園

山村 静江 浜松十字の園

高橋 直美 浜松十字の園

中村 こずえ 浜松十字の園
横山 尚代 浜松十字の園

高野 歩美 浜松十字の園

加藤 智美 御殿場十字の園

中島　渉 御殿場十字の園

高谷　繫 御殿場十字の園

佐野 幸浩 御殿場十字の園

田代 日香里 御殿場十字の園
湯山 真子 御殿場十字の園
影山 由貴子 御殿場十字の園
杉山 静子 御殿場十字の園

島津　茜 伊豆高原十字の園

爲田 町子 伊豆高原十字の園

古川 慈弥 伊豆高原十字の園

佐野 幸浩 御殿場十字の園

田代 日香里 御殿場十字の園
湯山 真子 御殿場十字の園
影山 由貴子 御殿場十字の園
杉山 静子 御殿場十字の園

島津　茜 伊豆高原十字の園

爲田 町子 伊豆高原十字の園

古川 慈弥 伊豆高原十字の園

佐野　洋 伊豆高原十字の園

佐藤 惠亮 伊豆高原十字の園

朝香 豊子 伊東市立養護老人ホーム

髙橋 優友 松崎十字の園

島田 恵里 松崎十字の園

肥后 順司 松崎十字の園

名倉 裕一 アドナイ館

佐野　洋 伊豆高原十字の園

佐藤 惠亮 伊豆高原十字の園

朝香 豊子 伊東市立養護老人ホーム

髙橋 優友 松崎十字の園

島田 恵里 松崎十字の園

肥后 順司 松崎十字の園

名倉 裕一 アドナイ館

伊東市立養護老人ホーム

勤続40年勤続40年

鈴木 啓之鈴木 啓之
伊東市立養護老人ホーム

第 2アドナイ館

勤続30年勤続30年

大谷 光宏大谷 光宏
アドナイ館

勤続30年勤続30年

河出 雅代河出 雅代
伊豆高原十字の園

勤続30年勤続30年

山田 厚子山田 厚子

勤続25年勤続25年

中川 玲花中川 玲花
御殿場十字の園

勤続25年勤続25年

近藤 礼子近藤 礼子

浜松十字の園

勤続20年勤続20年

古橋 美恵子古橋 美恵子
浜松十字の園

勤続20年勤続20年

栗田　望栗田　望
浜松十字の園

勤続20年勤続20年

豊田 真由美豊田 真由美
浜松十字の園

勤続20年勤続20年

永井 理子永井 理子
浜松十字の園

勤続20年勤続20年

古川 善也古川 善也

勤続20年勤続20年

松本　耕松本　耕
御殿場十字の園

勤続20年勤続20年

千田 晶子千田 晶子
御殿場十字の園

勤続20年勤続20年

武藤 繁生武藤 繁生
御殿場十字の園

勤続20年勤続20年

杉崎 由宗杉崎 由宗
御殿場十字の園 伊豆高原十字の園

勤続20年勤続20年

齋藤 佐智子齋藤 佐智子

伊豆高原十字の園

勤続20年勤続20年

松﨑 和博松﨑 和博
伊豆高原十字の園

勤続20年勤続20年

萩原 幸子萩原 幸子
伊東市立養護老人ホーム

勤続20年勤続20年

川尻　寿川尻　寿
伊東市立養護老人ホーム

勤続20年勤続20年

阿部 美代子阿部 美代子
松崎十字の園

勤続20年勤続20年

山本 貴一山本 貴一

松崎十字の園

勤続20年勤続20年

島倉 とよみ島倉 とよみ
松崎十字の園

勤続20年勤続20年

鈴木 清彦鈴木 清彦
松崎十字の園

勤続20年勤続20年

石田　良石田　良
松崎十字の園

勤続20年勤続20年

平川 誠美平川 誠美
松崎十字の園

勤続20年勤続20年

藤井 昭一藤井 昭一

松崎十字の園

勤続20年勤続20年

渡邉 直明渡邉 直明
松崎十字の園

勤続20年勤続20年

土屋 正子土屋 正子
第 2アドナイ館

勤続20年勤続20年

加藤 義孝加藤 義孝
第 2アドナイ館

勤続20年勤続20年

大谷 さとみ大谷 さとみ
アドナイ館

勤続20年勤続20年

原田 由起原田 由起

「使命感」「この仕事が好きだから」「理念と自分の福祉感の一致」
「生活の為」「スキルを発揮できる環境」　　　　　　　　　　　　など

他にはこんなコメントも

ダントツ1
位

市川佳子

第13回細江地区セーフティードライバーコンテストで準優勝
し、県大会へ出場しました。県大会では、惜しくも入賞を逃し
ましたが、地区大会入賞は、十字の園では初めての快挙！！
十字の園、細江地区の代表として奮闘しました。

ケアハウス　アドナイ館
細江デイサービスセンター　介護職員

KEIKO ICHIKAWA

VOICE

コンテスト参加のきっかけは？Q

Q

Q

2010年2月1日入社（勤続12年）

面白そうと思って、立候補しまし
た。

仕事での運転業務は？
デイサービスで送迎をしています。

コンテスト参加の感想は？
とにかく疲れましたが、自分の運
転を見直す良い機会となったと思
います。

Q 職員の皆さんへのメッセージ
機会があったら、是非出場してほ
しい。日頃の運転業務に活かされ
るはずです。

職員紹介
職員紹介

特別編
Introduce the face of the staff

STAFF  INTRODUCTION

いちかわ　けいこ

第13回細江地区セーフティードライ
バーコンテストで準優勝しました！！
第13回細江地区セーフティードライ
バーコンテストで準優勝しました！！

県大会の様子

Q.
A.

長く働いて今思う事は？

あっという間。
感謝。　　初心へ。

「これからも長く働きたい」「ここで定年を迎えるのかな」
「いろいろ経験でき良かった」「これからもお役に立ちたい」
「地域に愛されている事を感じる」「誇りに思う」　　　　　　　　など

他にはこんなコメントもQ.
A.

これからの人に伝えたい事は？

楽しく・心身大切に
　目標を持って下さい

「法人の外にも目を向けてみて」「ぜひケアマネにチャレンジして欲しい」
「ご利用者第一に」「理念を大切に」「継続は力なり」　　　　　　 など

他にはこんなコメントもQ.
A.
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　今号では十字の園内で発生したク
ラスター対応報告を掲載し、今後に
活かせるようにしました。これから

コロナもインフルエンザも流行すると予想されて
いますが、コロナ感染予防に効果的な「新しい生
活様式」はインフル感染予防にも効果があるよう
です。免疫力を高め、正しく備えることで、ある
程度の予防は可能です。必要以上に恐れず、お互
いに正しく感染予防に備えていきましょう。

（Ｒ・Ｔ）

　今号では十字の園内で発生したク
ラスター対応報告を掲載し、今後に
活かせるようにしました。これから

コロナもインフルエンザも流行すると予想されて
いますが、コロナ感染予防に効果的な「新しい生
活様式」はインフル感染予防にも効果があるよう
です。免疫力を高め、正しく備えることで、ある
程度の予防は可能です。必要以上に恐れず、お互
いに正しく感染予防に備えていきましょう。

（Ｒ・Ｔ）

　2022年6月9日、松崎担当で、法人中堅研修Ⅰをオンライン
開催しました。入職後3年～ 5年の職員が参加し、事前学習と
してのテキストの読み込み、「中堅職員の役割」「メンバーシップ」
「コミュニケーション技法」「チームアプローチ」等の講義、事
後学習としてキャリアデザインシートの作成等を行いました。
　中でも、「チームアプローチ」の講義は、オンラインではあり
ましたが、コンセンサスゲームを行い、大変盛り上がりました。
　オンライン研修で、コミュニケーションをとることが難しい
中、皆さんの積極的な参加により、大変有意義な研修の場とな
りました。

皆様の温かいご支援を
お待ちしております!!

皆様の温かいご支援を
お待ちしております!!

ご寄付のお願い

振込口座
鈴　木　淳　司

Foodstuff

毎
年
恒
例
メ
ニ
ュ
ー

「
大
運
動
会
弁
当
」

施
設
で
の
運
動
会
を
３
年
ぶ
り
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
運
動
会
と
言
え

ば
な
ん
と
言
っ
て
も
お
弁
当
、
と
い
う
こ
と
で
、
久
し
ぶ
り
の
お
弁
当
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
み
ん
な
が
大

好
き
な
も
の
を
選
ん
で
い
ま
す
。
運
動
会
で
い
い
汗
か
い
て
、
美
味
し
い
お
弁

当
を
食
べ
て
、
い
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【材料1人分】

・唐揚げは、にんにく・生姜にやわらかさを出すためハチ
ミツも入れました。
・揚げるのにじっくりやわらかくなるよう火を通しました。

お
すす
めレシピ

Vol.6

POINT

幸せレシピ
平
和
の
杜

平
和
の
杜編編

理事長挨拶
課長紹介
十字の園大会報告
新型コロナ クラスター対応報告
クリスマスメッセージ
各事業所のトピックス
十字の園職員紹介"VOICE"
永年勤続者紹介
幸せレシピ：平和の杜編
寄付のお願い・あとがき

目次

あと
がき

「法人研修部会
　中堅職員研修Ⅰを開催しました」
「法人研修部会
　中堅職員研修Ⅰを開催しました」

【作り方】【作り方】
・鶏唐揚げ
1 にんにく、生姜、ハチミツにつけて、
揚げる。
2 揚げる際はじっくりやわらかくなるよ
う火を通す。

・たこ＆かにウィンナー
1 赤ウィンナーをたこ、かにの形に切る。
2 焼く。

・玉子焼き
1卵にだし汁を加え、混ぜ合わせる。
2 焼く。

■鶏唐揚げ
鶏もも肉─────── 60g
生姜 ──────── 適量
濃口醤油 ────── 適量
清酒 ──────── 適量
片栗粉 ─────── 適量
大豆油 ─────── 適量
ブロッコリー ───── 30g
塩 ───────── 適量
マヨネーズ────── 適量
にんにく─────── 適量
ハチミツ─────── 適量
■たこ＆かにウィンナー
赤ウィンナー ───── 80g
サラダ油─────── 適量
レタス──────── 適量
■玉子焼き
卵 ───────── 20g
だし汁────────適量 
■おにぎり（梅＆鮭）
米 ───────── 80g
塩 ───────── 適量
梅干し、鮭フレーク ── 適量
■柿
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